
幼児クラス
 幼児クラスの活動では、久々の合同作品に挑戦しました(^^)今回は、⼒を合わせて巨⼤蝶々を描く課題に取り組
みました！子ども達は、⼤きな⽻を⼿分けしながら、思い思いの色を使って絵の具で彩色していきます。素敵な⽻

が出揃ったら壁に飾って記念撮影です♪絵の具にまみれながら⼤きな作品を作り上げた子ども達の表情は、達成感

に満ち溢れていました(^^)

小学生クラス
 ⼩学⽣クラスでは、箱をお店にして街をつくる活動に取り組みました。色んな⼤きさの箱に、屋根や看板などを

画⽤紙で作り貼り付けていきます。その後、窓やドアなどの細部を作り、そこに人や商品などを作って可愛いお店

やお家を作りますみ。最後にみんなの建物を並べると、楽しいミニチュアの街の完成です！単体でも素敵な作品達

ですが、寄り集まるともっと素敵な世界を構成できます！「個」の⾯⽩さと「全体」の楽しさの両⾯を体験できる

のも、みんなで集まって制作をする教室ならではの意義深さですね♪
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絵画・デッサンクラス
 絵画クラスでは、カップヌードルの作品の仕上げに取り組みました。先⽉に描いた線描きに丁寧に彩色を加えて

いきます。このパッケージは、フォントのバランスや配置はもちろん、カラーのデザインも計算され尽くしたモチ

ーフです。彩色をしながら色のバランス等についても学んでいってくれたら嬉しいな！と思います♪

デッサンイラストクラスでは、デッサンのトレーニングとして、「⽩いモチーフを描く」という活動にチャレンジ

しました。⽩いモチーフの明暗を鉛筆だけを使って表現するのは、初めてデッサンに触れる子達にとっては中々の

難題です。すでにデッサンを経験してきた子ども達にとっては⾃身の成長を確認する課題、初めてデッサンに取り

組む子にとってはデッサンの奥深さを体験する活動となりました(^^)

草の香りとおもひでの話
 とある休みの⽇、奥さんと子どもを出かけ先に迎えに⾏った時に、⾜元からなんとも言えない懐かしい匂いがしまし

た。ふと、⾜下を⾒てみると、そこにドクダミが⽣い茂っていました。そこでふと、昔のことを思い出したのです。

 幼稚園から⼩学3年⽣までの期間、滋賀県長浜市の築100年近い茅葺き屋根の古民家で暮らしていた時期があります。
地方の古い家ということもあり、子どもが遊ぶには申し分のない砂利敷きの庭があり、僕と兄はそこでよく遊んでいま

した。その庭の隅には砂利を押しのけて、たくさんのドクダミの花が咲いていました。

 ドクダミの葉が少しだけ紫がかっていたことと、名前の「ドク」という響きに感化されて、「うちの庭には何かヤバ気

な草が⽣えている」と思っていたことを、当時の年齢の割にはしっかりと覚えています。あの時はちっとも「良い匂い」

とは思っていなかったのですが、⼤人になって嗅いでみたそれは、懐かしさも相まって、とても優しい良い⾹りに感じ

られました。

 嗅覚というのは、聴覚や視覚以上に、過去の記憶を呼び覚ます⼒がある様に思います。油絵の具の匂いを嗅ぐと、思

春期のほとんどを過ごした美術科高校や芸術⼤学のアトリエを思い出して何やらむず痒い気持ちがフラッシュバックす

るし、お便所の爽やかな芳⾹剤の⾹りを嗅ぐと⼩さい頃にたむろしていた公民館の様子をありありと思い出せる。そん

な具合で、⾹りは記憶と深く結びついている印象があるのです。

 ここからのお話は、完全な僕の想像でエビデンスはゼロのお話です。

 視覚や聴覚は文字・記号や言葉といった「社会的に意味がある情報」を受け取ることに関して修練されており、言わ

ば「⼤人の感覚」になっている。それに対して、嗅覚はその責任を課されていません。匂いで個人識別をしている人は

滅多にいないでしょうし、社会⽣活で重要な認識や判断を嗅覚ベースで⾏うことは皆無と言って良いでしょう。

 その点、嗅覚は「子どものままでいることを許された感覚」とも言えるのではいかと思います。その結果、嗅覚は子

どもの時の感覚が「⼤人の⾒識」に上書きされないまま、幾つになっても働き続ける。故に、子どもの時のフィーリン

グをそのまま、いつでも再現できるのではないか？と思うのです。

 ひょっとしたら、これは嗅覚に限った話ではなく、触覚や色感、音への反応など、人それぞれに「子どもの時のまま」

の感覚が残っているのかもしれません。そう考えると、今の⾃分達の中には、⼤人として頑張っている⾃分と、子ども

の時のままのあっけらかんとした⾃分が、混在している気持ちになって、なんだか⾯⽩いな、と思います。年齢として

は⼤人になっているけれど、必ずしも100%⼤人である必要もないかも知れない。
むしろ、適度に、子どものまま⾃分も受け入れてあげた方が、⽣きて⾏きやすい

のではないか？とも思う、今⽇この頃です。

ちょこっとコラムおおぞら先生の

今月の活動予定はこちら

https://www.trillartclass.com/_files/ugd/d04cd8_d9da1687a2274bd38e111443794810d9.pdf
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